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スマホ依存と中学生の数学の学力との関連
―協働学習を授業に取り入れている中学校への調査から―

石橋太加志（東京大学教育学部附属中等教育学校）

キーワード：スマホ依存，協働学習

問題と目的

文部科学省（ ）は，新学習指導要領の中で，

子どもたちが未来社会を切り拓くための資質・能

力を一層確実に育成し，その資質・能力とは何か

を社会と共有し，連携する社会に開かれた教育課

程を重視している。批判的思考力や協働して考え

る力はその資質・能力として挙げられており，こ

れらを授業に取り入れ実践する取り組みが広がっ

ている。また，効果検証として，協働して授業で

学ぶことにより，学校適応や批判的思考態度の育

成に正の影響があることを示した研究（石橋他，

）などがみられるようになった。

一方で近年，中高生の中にスマホの所持・利用

が急速に広まっている。スマートフォンは，新し

いコミュニケーションツール，情報収集ツール，

様々な生活に必要なアプリを内在させるツールと

して広く浸透している。

ここ数年のことだが，協働学習を取り入れても

集中できないという生徒がみられた。話を聞いて

みると，スマホゲームで夜遅くまで興じてしまい，

日中の学習活動に影響を及ぼしていたり，人気の

芸能人や，話題の内容の 動画を関連する

ものを含めて数時間みていたり，友達との関係に

おいて悩み，スマホで をベッドに入っても使

い続けたりしている生徒がみられた。どうやら協

働学習の成立を阻害する要因になっている可能性

があると考えられた。

スマホの過度利用や依存により，生徒の学習や

生活姿勢に問題が指摘されるようになった。

年 月 日に世界保健機関（ から公表され

た国際疾病分類の第 回改訂版（ ）におい

ては，ゲーム障害が収載された。ゲームによる行

動が本人及び家族や社会，教育，職業などの重要

な領域における問題を引き起こしているとの報告

がある。川島（ ）は，スマホ依存が学習効果

を打ち消す影響があることを指摘している。しか

し，協働学習や批判的思考態度にスマホの依存が

どのように影響しているかについての研究はみら

れない。また，川島（ ）の指摘する学習効果

が打ち消されることと，協働学習の効果との学力

との関連は示されていない。それゆえ本研究の意

義は高いと考える。

本研究の目的は，スマホ依存傾向が協働学習を

取り入れた授業で学んでいる生徒の数学の学力と

の関連を検討することである。

方 法

調査対象者及び時期 都内公立学校中学 年生

名（男子 名，女子 名 。 年 月。

質問紙 スマートフォン依存尺度（戸田・西尾・

竹下， 。この尺度は，「ネットコミュニケー

ションへの没頭」，「スマホの優先と長時間使用」，

「ながらスマホとマナーの軽視」の 因子 項

目からなり，該当する（ 点）～全く該当しない

（ 点）の 件法である。

数学の学力 後期中間試験の素点（ 点満点 。

その他 スマホが好きか，必要か，日頃の学習，

問題集の理解について問うた。

倫理的配慮 校内の研究倫理を検討すべき部署で

了承をもらい，研究の趣旨及び無回答でも成績に

影響しないことを口頭および質問紙フェイスシー

トで説明し，協力できる生徒から回答を得た。

結果と考察

回収は， 名。中間試験を受験した生徒は

名であった。 に， 因子と数学の点数の相

関係数を示す。

因子と数学の点数の相関係数

因子間は有意な正の相関がみられた。数学の

後期中間の点数は 因子と有意な相関がみられな

かった。 因子は，大学医学生を対象として作成

したものであり中高生向けの尺度開発が必要であ

る。
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高校生における嫌いな食品と性格との関連性の検討

○石橋和子（岩手大学） 鈴木由美（聖徳大学大学院）
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目 的

高校生において,嫌いな食品,及び性格について

調査する。嫌いな食品が多い人とその性格との関

連等について明らかにすることが目的である。

方 法

実施時期と対象 調査は 年 月に東京都立

高等学校 年生 名を対象に行った。

質問紙の内容 嫌いな食品の種類と その理由等

について 質問紙調査を行った。性格調査の尺度は

伊藤（ ）の信頼性が確認された尺度項目を使

用した。「 とてもよくあてはまる」から「 あて

はまらない」までの 件法で回答を求めた。

分析 性格は 最尤法 回転で因子分析を行

った。嫌いな食品と性格の関連については多重対

応分析を行った。

結果と考察

性格の因子分析では 因子が抽出された。

第 因子は「相手の顔色をうかがうことが多い

何かを決める場合自分ひとりでは決められない」

等の項目のため 「相手従順」とした。

第 因子は「社会 周りの人 のために役に立つ

人間になりたい 周りとの調和を重んじている」等

の項目であるため 「役割調和」とした。

第 因子は「自分が満足していれば人が何を言

おうと気にならない 自分中心に考えることが多

い」のように 自分の考えに基づき 自分の判断で

行動する項目のため 「独断実行」とした。

各因子の信頼性は のα係数を算出し

のようになり内的一貫性が確認された。

嫌いな食品と性格の各因子との関係は

～ のようになった。独断実行が他に比較して大

きく異なるプロットを示し また 嫌いな食品度合

と性格因子との相関係数が高い値を示した。独断

実行の性格因子では 嫌いな食品が多い人ほど 独

断実行の傾向にあることが示唆された。

嫌いな食品と相手従順のプロット

嫌いな食品と役割調和のプロット

嫌いな食品と独断実行のプロット

質問項目 F1 F2 F3

相手の顔色をうかがうことが多い .67 .19 -.06
人の目ばかり気にして、自分を失いそうになることがある .67 .06 .06
自分の心に正直に生きている -.59 .09 .17
小さなことも自分ひとりでは決められない .59 .01 .16
人前で見せかけの自分をつくってしまう .58 .16 .20
何かを決める場合、周りの人に合わせることが多い .58 .03 -.10
人の先頭に立つより、多少がまんしてでも相手に従うほうだ .53 .07 -.05
何か良くないことがある地、すぐ自分のせいだと考えてしまう .53 .04 .04
自分の信念に基づいて生きている -.53 .40 .12
自分の生きるべき道が見つからない .48 -.24 .05
自分が本当に何をやりたいのかわからない .47 -.12 -.03
困ったことがあると、すぐに人に頼ってしまう .41 .26 .24
周りと反対でも、自分が正しいと思うことは主張できる -.37 .23 .19
人に合わせるよりは、たとえ孤独であっても自由なほうがよい -.23 -.09 .19

他の人から尊敬される人間になりたい .22 .69 -.07
社会(周りの人）のために役に立つ人間になりたい .17 .63 .00
他の人の気持ちになることができる .06 .62 -.17
人とのつながりを大切にしている -.07 .59 -.08
自分の個性を生かそうと努めている -.21 .58 .25
社会(周りの人)の中で自分が果たすべき役割がある -.04 .57 .15
人に対しては、誠実であるよう心がけている .00 .54 -.12
他人に恥ずかしくないように生きている -.11 .47 -.09
社会のルールに従って生きていると思う .03 .45 -.11
周りとの調和を重んじている .11 .42 -.23

自分中心に考えることが多い .10 -.14 .66
周りのことを考えず、自分の思ったままに行動することがある .04 -.13 .60
自分の性格は、わがままだと思う .36 -.01 .57
自分が満足していれば人が何を言おうと気にならない -.18 -.13 .57
個性が強すぎて、人とよくぶつかる -.01 -.01 .53
何ごとも独断で決めることが多い -.13 .01 .39

因子間相関 F1 F2 F3
F1 ― -.24 -.04
F2 ― -.05

Table 　嫌いな食品度合における性格特性の因子分析結果

F1：　相手従順　（１４項目,　α＝.83）

F2：　役割調和　（１０項目,　α＝.81)

F3：　独断実行　（６項目,　α=.73)
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